





氏は，弥生時代後期後葉の土器が共伴するとみられる青谷上寺地遺跡 SD38 出土人骨［鳥取県 2002］
の年代を決める上で，海産資源の寄与を考慮する必要のない陸生資料として，米子市古市宮ノ谷山
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2. 竪穴住居跡 7 と後期後葉の土器群 
　古市宮ノ谷山遺跡では弥生時代中期後葉前半の竪穴住居跡 1 棟，後期後葉の竪穴住居跡 6 棟，終
末期前半の竪穴住居跡 2 棟，同後半の竪穴住居跡 1 棟などが検出されている（図 2 下段）。炭素 14
年代測定に用いたモモ核が出土したのは，上記の竪穴住居跡のうちの一棟で，隅丸方形を呈する「竪
穴住居跡 7」である（図 2 下段・図 3）。
　竪穴住居跡 7 は建築部材とみられる炭化木材や焼き締まった粘土塊が竪穴内に堆積しており，失
火もしくは焼却により焼失した家屋である。床面からは複数の土器が出土している。床面南側に甕





















　竪穴住居跡 7 からは図 3 − 71 の甕と 75 の壺に伴って複数のモモの種子が出土している。本年代
学的調査では 71 に伴うモモ核 3 点を年代測定に用いた。











1 ～ 6 妻木挽田遺跡　妻木新山地区 SI44・51　7 ～ 10 同妻木新山地区 SI78・SK32　11 ～ 16 同松尾頭地区 SI41・妻木












は内核（写真 1 中）の一部，No.4209.2 は同梱された破片 1 点を採取，No.4209.1 は表面をメスで削っ
て 20 〜 30mg の試料を回収して（写真 1 右），（株）パレオ・ラボに送付した。パレオ・ラボでは，
ヘキサン・2- プロパノール・アセトンによる洗浄と AAA 処理を行い，加速器質量分析計による
炭素 14 年代測定（AMS-14C 法）を実施した（坂本）。
Ⅳ 測定結果






区埋没ヒノキ（630 〜 196BC），箱根埋没スギ（245BC 〜 AD190），飯田市遠山川埋没ヒノキ（AD50
〜 AD399）の炭素 14 年代を，較正プログラム OxCal［Bronk Ramsey 2009］に入力して較正年代を
計算した（図 5，図 6）。図 5 には比較のため，IntCal13 に基づく較正年代の確率密度分布を併せて
示す。
　No.4206 の較正年代は 2 σでみると 2 世紀〜 3 世紀の前半，1 σでみると 2 世紀代に確率密度分
布の高い時期がある。一方，No.4209-1・2 の較正年代は 2 σでみると 2 世紀〜 3 世紀前半だが，1
σでみると 3 世紀前半に確率密度分布の高い時期がある（坂本）。
写真 1：古市宮ノ谷山遺跡竪穴住居跡７出土モモ核の試料採取













モモ核 TTYFM-4206 PLD-37777 1901±19 AD120-150   (24.1%)AD155-210   (44.1%)
AD40-50   (2.7%)
AD60-70   (0.7%)





モモ核 TTYFM-4209.1 PLD-37778 1846±19 AD125-135   (1.8%)AD205-250  (66.4%)
AD85-100   (2.2%)
AD110-120   (0.4%)
AD125-255 (85.8%)
AD290-310   (3.8%)




モモ核 TTYFM-4209.2 PLD-37779 1849±19 AD125-135   (2.2%)AD205-250  (66.0%)
AD85-100   (2.3%)
AD110-120   (0.6%)
AD125-255 (87.2%)
AD290-305   (2.8%)
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5
Japanese tree rings
IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)
図 6　古市宮ノ谷山遺跡竪穴住居跡 7 出土モモ核の較正年代と較正曲線
　  　日本産樹木を実線，IntCal13 を破線で示す
Ⅴ まとめ
　古市宮ノ谷山遺跡の竪穴住居跡 7 から出土した後期後葉・第Ⅴ-3 様式の甕に伴うモモ核のうち，
No.4206 は 1900 14C BP 台，No.4209 の 2 点はいずれも 1840 14C BP 台の炭素 14 年代を示した。第
Ⅴ-3 様式の土器を伴うとみられる青谷上寺地遺跡 SD38 出土人骨の炭素 14 年代及び較正年代［濵
田他，2020］との比較では，炭素 14 年代が人骨よりもモモ核の No.4206 は 20-35 14C yrs ほど古く，
No.4209 は 70-90 14C yrs ほど新しいが，青谷上寺地遺跡 SD38 出土人骨も 1 σでみた較正年代は 2










（2019 年 5 月 10 日受付，2019 年 8 月 5 日審査終了）
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